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1. はじめに 
政府と日本銀行が平成 17 年を金融教育元年と位

置づけ、全国の小中高校等での金融教育を推進し

ている[1]。国内外を問わず「金融教育」は今正に求

められている教育の一つである。 

現在、大学と各種金融機関が連携する形で、ア

ナログ・デジタルを問わず様々な金融教育の取り

組みが実践的に行われている。本学も 2006 年に小

学高学年児童向けの金融教育のための e-learning

教材「スイートのケーキ屋さん」[2]を、2008 年には

幼稚園児・小学低学年児童向けの絵本「スイートち

ゃんとマネーくん おかねのたび」[3]を、現りそな

ホールディングスと共同で開発してきた。しかし、

このような試みは他の例も含め小学児童向けが多

かった。 

そのような背景のもと、本プロジェクトでは、

これまでの小学児童向けの教材に続き、2009 年に

中学生向けの金融学習教材「チャレンジ銀行員！君

の銀行員度を CHECK！」を開発したが、教材の完

成と Web 上での公開及び中学生を対象とした効果

検証には至らなかった。 

そこで本研究では、この 2009 年に開発した中学

生向け金融学習支援 e-learning 教材を改良し、そ

の内容に連動するワークシートを制作した上で、

実際の授業や職場体験の場での有効性をはかる試

みを行った。 

本稿では、教材並びにワークシートの概要とそ

の評価実験の結果について述べる。 

 

2. 教材概要 
本研究で開発した教材は、銀行員の仕事をシミ

ュレーション方式で学ぶことができるという点が

大きな特徴である。銀行員の仕事を通して金融知

識を身につけ、それらを実践することで、より深

く理解できる教材となっている。 

教材は大きく 3 つに分かれ、STEP1「ビジネスマ

ナー」、STEP2「銀行業務」、OJT（職場内研修）

で構成されている。ここでは評価実験で使用した

STEP1と STEP2の詳細について述べる。 

 

 

 
 

 

 

 

STEP1は「あいさつ」「表情」「身だしなみ」「言葉遣

い」の 4 つの LESSON で構成されている。教材の

進め方として、まずは疑似講義を受けることでビ

ジネスマナーの基礎知識を身につけることから始

め（図 1(a)）、その後、身につけた知識を確認クイ

ズで定着しているか確認する（同図 (b)）。 

 

  

(a)                                         (b) 

図 1 STEP1「ビジネスマナー」 

 

STEP2 は「預金」「融資」「為替」「相談」の 4 つの

LESSON で構成されている。 STEP1 と比べ内容

が難しいということもあり、お金の動きなどが視

覚的に理解できるアニメーションによる解説を受

けてから、疑似講義で基礎知識を身につける（図

2(a)）。STEP2 では確認クイズではなく、ミニゲー

ムが用意されている。これは中学生にとって難し

い内容である金融についての抵抗を減らすために

導入されたものであり、これによりゲーム感覚で

学ぶことができる（同図 (b)）。 

 

  

(a)                                        (b) 

図 2 STEP2「銀行業務」 

 

3. ワークシート 
本教材の援用として、ワークシートを制作した。

このワークシートには様々な記入形式があり、空

欄に書き込むもの、絵と言葉を線で結ぶものなど

がある。多様な記入形式を用意することで使用者

を飽きさせず、最後まで集中して教材を利用する

ことをねらいとしている。 
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4. 評価実験 

4.1 概要  

本教材が中学生のビジネスマナーについての知

識や金融知識を高めるのか、また教材の仕組みが

学習の支援になっているのかを評価するため、実

証実験を行った。その概要は以下のとおりである。 

・対象：東京都国立市立国立第一中学校 

2学年（134名）、3学年（165名） 

・実施日：2011年 11月 4日、11日（2学年） 

2011年 11月 24日、25日（3学年） 

・使用教材：STEP1（ビジネスマナー）（2学年） 

STEP2（銀行業務）（3学年） 

※LESSON4（相談）は除く 

・実施の流れ 

 ①各 STEPの学習 

 ②確認クイズ・ミニゲームの実施 

 ③確認テストの実施 

 

また、専門家である銀行員 3名と中学校の教員 8

名にも教材とワークシートについての評価をして

もらった。 

4.2 評価 

教材とワークシートの評価はアンケートにより

行った。専門家と教員向けには自由記述、生徒向

けには 4段階評価、2 択、選択形式のアンケートを

使用した。 

4.2.1 生徒の評価 

まず STEP1 のビジネスマナーの大切さについての

理解度を問う設問では、約 9 割の生徒が肯定的な回答

をし、内容の分かりやすさについても約 9 割の生徒から

肯定的な回答が得られた。次に教材と併用したワークシ

ートに関する設問であるが、ワークシートの分量につい

ての問では、4 段階の回答に均等に分かれる結果とな

った。この結果からワークシートの分量は適当であったと

考えられる。ワークシートが役立ったかどうかの問に対し

ては、約 9割の肯定的な回答が得られた。各 LESSON

末に実施される確認クイズについては、理解に役立った

確認クイズを回答してもらったが、2 択形式で進んで行く

タイプのもののみ約 5 割にとどまった。これは他の確認

クイズと比べ単調な作りになっていることによって難易度

に差が生じたためであると考えられる。 

STEP2 については、まず銀行のサービス利用経験

があるかどうかを聞いた。その結果、職場体験で口座を

開設するなど 3 割が預金サービスを利用したことがある

との回答が得られた。次に銀行業務について興味を持

っていたかどうかの設問では、6～7 割の生徒が否定的

な回答をし、金融や銀行業務に関して苦手意識を持っ

ていることが分かった。学習した銀行業務ごとの理解度

では、LESSON2「融資」で 6 割弱、LESSON3「為替」

で 4 割強と割合が減って行っている。このことから、サー

ビスの利用経験がある預金以外は中学生にとって初め

て学習する内容が多く、理解度に差が表れたのではな

いかと考えられる。各 LESSON 末に実施されるミニゲ

ームについての設問では、ゲーム性が高ければ高いも

のほど教材の理解に役立ったと答える生徒の数は少な

くなっている。ゲーム性が高いものは興味を引きやすい

一方、学習しているという意識よりもゲームをしている感

覚が強くなってしまうため、その点において改良が必要

である。 

4.2.2 教員の評価 

 STEP1 については「敬語は学校でも使う場面がある

ので、良かった」、STEP2 については「関心を持つよう

になるかは分からないが、そのきっかけにはなったと思

う」との意見があった。これらの意見から授業で本教材を

使用することによりマナーや金融を学ぶきっかけになる

ことが分かった。 

4.2.3 専門家の評価 

 教材について「融資の場面で、質問と回答をダイレク

トにつないでいる点は理解が深まる」と評価があった一

方で「P/L と BS の表記が解説部分にある箇所があり、

中学生には補足が必要な言語と思われる」という意見が

あった。教材の構成に問題は無かったが、中学生が対

象であるという点を考えると改善の余地がある。 

 

5. まとめ 
本研究では、中学生を対象とした金融学習支援 e-

learning 教材とワークシートを使用した学習効果の検

証を実際に中学校で行い、教員と専門家も含め評価を

してもらった。 

その結果、本教材が中学生のビジネスマナーについ

ての知識や金融知識を必ずしも高めたとは言えないが、

初めて金融知識に触れる中学生にとって本教材が理解

の一助になったということが示唆された。しかし、ミニゲー

ムなど分かりやすくするための仕組みが逆に理解の妨

げになっていることもあり、中学生向けの教材としてのバ

ランスをとることの難しさを感じた。これらの反省を踏まえ、

今後はより学習効果を得られるよう教材に改善を施して

行きたい。 
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